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第72号のメニュー

【ごあいさつ】

【歌を使った日本語の授業】

【おわりに】
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

こんにちは、makiです。皆さん、お元気ですか。私はキャラバンのため、リオやブラジリア、クリチバなどに飛んでいます。ブラジルの若者は、歌うのが好きですね～。パフォーマンスをしながら、楽器を弾きながら歌ったり、浴衣、コスプレなどを着て歌ったりしているので、見ていてこっちも楽しくなります。

キャラバンの全伯大会の日にちが迫ってきています。場所、日にち、時間は以下の通りなので、お時間のある方は学生と一緒に見に来てくださ～～～～い。

2006年度カラオケ日本語学習キャラバン

場所：

Sociedade Brasileira de Cultura Japonesa

Auditorio grande

R. Sao Joaquim, 381 - Liberdade
日時：3月11日(日)午後2時

さて、今日はそのキャラバンでも行なっている歌を使って日本語を教えることについてお話したいと思います。
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世界で日本語を勉強している若者は、150万人だと言われています。その多くの学習者は日本のポップカルチャーに興味を持って日本語を学習し始めます。ポップカルチャーの中でも、アニメ、マンガ、J-POPが代表的です。

アニメのテーマソングを聴いて、日本の歌に興味を持ったり、カラオケで歌ったりする人は少なくありません。

また、ブラジルでは、カラオケはかなり普及していて、ここ10年でサンパウロ市近郊にはカラオケ協会が300機関もあり、会員は1万人と言われています。1週末に、カラオケ大会がサンパウロ市近郊の10ヶ所で行なわれているそうです。

そんなにブラジルでカラオケが普及しているのなら、そんなに若者にJ-POPが人気があるのなら、日本語の授業に関連付けられないのでしょうか。そういった考えからカラオケキャラバンが生まれました。現在日本の若者に人気あるアーティストのビデオクリップを紹介し、ブラジル人が好きなカラオケコンテストを行い、そして日本の音楽に興味のある人たちに歌を使って日本語を楽しく学習できる方法を紹介するのがカラオケキャラバンです。

歌を日本語の授業に取り入れることは難しいことでしょうか。教師も学習者も音楽に興味がなければ、大変かもしれませんね。教師が歌好きでもクラスがあまり音楽に興味のないグループでしたら、授業に取り入れても盛り上がらなく、授業に対する興味も薄まるかもしれません。逆に学習者がJ-POPが好きだけど、教師が音痴で、人前で歌ったのは、幼稚園のコーラスが最後だったという人なら、歌を日本語の授業に取り入れるのは、無理ではないと思うけど、大変かもしれませんね。

歌を使った授業にもう少し興味を持ってもらうために、外国語教育の中で歌を使う利点について考えてみましょう。

上記でも述べたように、音楽は、学習者の興味を引かせ、緊張感をほぐし、学習意欲を高めることができます。また、ある国の文化について知ることができます。そして、学習言語の発音、イントネーション、リズムの練習になり、新しい言葉を習い、聞く力を高めることができます。

様々な方法で授業に取り入れられます。今回のキャラバンでも披露していますが、例えば、ブラジル人が子どものころ、口ずさんだ｢キラキラお星様｣のメロディを利用して、月の日にち(ついたち、ふつかなど)を教えたり、｢Oh, Querida Clementina｣で動詞のて形を教えたりすることができます。以前、そのようにて形を教えたら、テストのとき、習った曲を一生懸命口ずさんで、て形を思い出している学習者がいました。このように、動詞のて形や日にちを定着させるために、学習者がよく知っている歌を使って替え歌を作ることができます。

また、メルマガ5号で三浦先生が述べたように、学習者が好きな日本人歌手が歌っている歌の歌詞なを選ばせて、その中に出てくる漢字の意味と読み方を覚えさせる方法もあります。

クラスで日本事情についてディスカッションするときの基にも使えます。私が日本で日本語教師研修を受けていたころ、日本語の授業でさだまさしの｢関白宣言｣を紹介してもらいました。私たち研修生は、歌を聞き、歌詞を読んでから、亭主関白のことや妻の立場など、日本の夫婦について熱くディスカッションしました。人それぞれの考え方や日本人のイメージについて話し合うことができてとてもためになった授業です。

その他に、ときおり好きな日本の歌を持ち寄ってみんなで歌って動機を高められます。

キャラバンでは、会場を盛り上がらせるために、体を使って日本語を覚えてもらおうと、若者に人気のある曲にフリツケを考え、踊っています。短い時間ですが、みんな一緒に踊って盛り上がることで、言葉を少し覚えてもらえるようです。このような歌を使った学習デモンストレーションは、日本語学校のバザーなどのイベントで新しい学生を呼び寄せるために使用できると思います。

歌を使った日本語の授業は、ほかにも、色々あると思います。皆さんは、授業で歌を使ったことがありますか。どうでしたか。また、上記で述べたものをヒントに、授業に取り入れてみてはいかがですか。講師室は、皆さんのご意見、コメント、ご感想がお聞きしたいです。お便りお待ちしております。

prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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日本では、歌を使った日本語の授業についての本が２冊販売されています。以下の通りです。

寺内弘子(2001)『歌から学ぶ日本語』アルク

Matheus J. Eynos、金子栄美(2002)『歌って上達！！日本語会話』凡人社

また、日本の童謡などを日本語の難易度順に載せているサイトがあります。

http://www.isc.u-toyama.ac.jp/~hamada/song.html
興味のある方はみてみてください。
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室
日本語文・ポルトガル語文　遠藤クリスチーナ麻樹
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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